中学校国語【検証問題】
☆　次の【物語の一部】と【辞書の説明】を読んで、あとの問いに答えなさい。
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【物語の一部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【辞書の説明】
[image: image2.emf]
















� EMBED MSPhotoEd.3  ���





　中学校最後の体育大会で、徒競走に出ることが決まったぼくは、皆に内緒で練習を始めていた。すぐ近所にある大江戸町公園は絶好の練習場だった。大江戸町公園には、運動場のような平らなコースがあるわけではなかった。公園の外回りに遊歩道があり、その途中に、やや蛇行しているものの、まっすぐに近い道が三十メートルほど続いているのだった。


　日が暮れる直前の遊歩道をぐるりと散歩しながら、そのまっすぐな道が見えると、ありったけの力で駆け抜ける。それを五回ほど繰り返す。以前、体育の先生に教えてもらった、「あごを引くこと」「手をしっかりふること」の二つを守り、力いっぱい走るのである。一週間ほど経つと、足の裏で地面をつかまえている感じが少しずつ変化しているように感じた。


　家に帰って夕食を食べているとき、何がきっかけだったか分からないが、徒競走で速く走るための方法が話題となった。父も母も「速く走るには足袋が一番だ」という結論で一致した。


「足袋を履いたら、そんなに速いの。」とぼくは聞いた。


「そりゃ、速いさ。地面をつかむ感触が違う。それに軽いしなあ。」と父が言う。


　寝る前に父が、使い古しの「足袋」を部屋に持ってきてくれた。試しに履いてみろと言う。


　次の日、体育の先生に尋ねたところ、短距離走は、陸上用のスパイク以外なら、はだしで走っても構わないという。じゃあ「足袋」でもいいはずだ。


　夕方を待って、公園の隅で「足袋」をカバンから取り出し、履いてみた。軽く走ってみると、足が地面をつかんでいるのがよく分かる。しかし、こはぜの留め方がよくないようで、いいところまでくると足首のところが開いてくる。それでも、いい感じは伝わってくる。いつもの運動靴とは比べものにならない。地面のこぶの一つ一つが足の裏に伝わってくる。いや、地面が足の裏をつかんでいるとも言える。


（長崎県教委「書き下ろし」）





「足袋」→防寒、礼装などのために、主に和服のとき、足に履くもの。足の形に合わせ、足先は親指と他の四指との二またに分け、くるぶしの後ろで、こはぜで留める。明治中ごろまでは紐で結んでいたが、その後はこはぜ掛けのみとなった。こはぜは足袋、脚絆などの合わせ目に付けてとめる爪形のもの。真鍮でつくられ、普通は三～四枚付けられている。これは素肌が見えず、着物が短めに着られて裾さばきがよいためである。





問　あなたは、【辞書の説明】を読むことで、【物語の


一部】のどの部分についてよく分かるようになりましたか。よく分かるようになった部分と、その部分についてどのようなことが分かったのかを、次の条件１と条件２にしたがって書きなさい。





条件１　【物語の一部】のどの部分についてよくわかる


ようになったのかを明確にして書くこと。


条件２　条件１で取り上げた部分について、どのような


ことが分かったのかを【辞書の説明】の内容に触


れて書くこと。








解答欄
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